
　
市
長
に

就
任
し
、

２
期
目
の

任
期
も
あ

と
９
カ
月

あ
ま
り
と

な
り
ま
し

た
。
こ
れ

ま
で
の
間
、
１
期
目
に
引
き
続
き
「
勇
気

と
覚
悟
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掛
け
声
に
、

「
無
駄
の
な
い
財
政
運
営
」と「
市
民
目
線・

市
民
感
覚
に
よ
る
市
政
」
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
平
成
29
年
６
月
に
策

定
し
た
「
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
第
２

次
再
生
計
画
」
の
計
画
期
間
の
最
終
年
度

で
す
。
こ
の
計
画
で
は
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
確
立
」、「
市
政
再
生
の
深
化
・
進
展
」、

「
誇
れ
る
伊
賀
市
、
選
ば
れ
る
伊
賀
市
」

の
３
つ
を
軸
に
、
多
様
な
主
体
が
連
携
・

協
力
し
て
各
施
策
を
横
断
的
に
組
み
合
わ

せ
、４
年
間
で
目
指
す
姿
を
実
現
す
る「
え

え
や
ん
！
伊
賀
」
の
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
で
も
、「
誇
れ
る
伊
賀
、
選
ば
れ
る

伊
賀
づ
く
り
」
で
は
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
よ
る
国
内
外
へ
の
積
極
的
な
観
光
Ｐ
Ｒ

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
伊
賀
市
の
知
名
度

は
確
実
に
上
が
り
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
配

置
に
よ
る
移
住
対
策
に
よ
り
、
移
住
件

数
県
内
１
位
と
い
う
成
果
を
出
し
て
い
ま

す
。
消
防
庁
舎
や
市
役
所
本
庁
舎
の
建
設

に
よ
る
防
災
機
能
の
確
立
や
、
上
野
総
合

市
民
病
院
の
黒
字
転
換
に
よ
り
、
安
心
・

安
全
な
「
住
み
続
け
た
い
伊
賀
づ
く
り
」

へ
と
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
の
財
政
状
況
は
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
市
税
収
入
の
減

少
や
、
福
祉
に
必
要
な
扶
助
費
の
増
加
な

ど
に
加
え
、
市
町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
の

一
つ
で
あ
っ
た
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定

替
終
了
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
が
大
き
く

減
少
す
る
な
ど
、
厳
し
さ
が
続
く
と
予
測

さ
れ
ま
す
。

　
人
口
減
少
を
緩
和
し
、
将
来
に
わ
た
り

市
民
が
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
、
元
気
で
活
力
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
人
と
人
、
地
域
間

の
「
き
ず
な
」
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
施
策
を
進
め
る
に
あ
た
り
、「
き
ず
な
」

の
深
化
と
と
も
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）」
の
視
点
も
取
り
入
れ
、

多
様
な
主
体
と
連
携
の
も
と
、
持
続
可
能

な
伊
賀
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
令
和
２

年
度
の
予
算
を
「
み
ん
な
で
つ
く
る
・
き

ず
な
・
活
力
・
創
造
予
算
」
と
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計

画
第
２
次
再
生
計
画
の
総
仕
上
げ
の
年
と

し
て
、「
え
え
や
ん
！
伊
賀
」
や
「
伊
賀

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
つ
つ
、
５
つ
の

重
点
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
の
財
政
状
況
と
予
算
編
成
方
針

令和２年度
施政および予算編成方針

※この施政方針は概要で、全文ではありません。全文は市ホームページ（ようこそ
市長室へ＞施政方針）でご覧いただけます。

「
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
」

　
市
指
定
文
化
財
旧
上
野
市
庁
舎
の
利
活

用
に
加
え
、
周
辺
施
設
の
整
備
に
よ
る
市

街
地
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
、
市
街
地
周
辺

地
域
の
活
性
化
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

▼
伊
賀
上
野
城
下
町
ホ
テ
ル
事
業
の
拠
点

施
設
と
な
る
栄
楽
館
の
改
修
が
３
月
に

終
了
し
、
㈱
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
伊
賀
上
野
が
行

う
民
間
物
件
の
改
修
も
は
じ
ま
り
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
需
要
に
合
わ
せ
た
開
業
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
開
業
に
あ
た
り
、

連
携
協
定
先
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
と
も

に
、
伊
賀
の
魅
力
や
歴
史
、
文
化
な
ど

を
発
信
し
、
誘
客
促
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

▼
旧
上
野
市
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

速
や
か
に
方
向
性
を
決
定
し
、
整
備
を

進
め
ま
す
。

▼
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
第
２
期

伊
賀
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

策
定
委
員
会
か
ら
基
本
計
画
の
答
申
を

重
点
事
業
そ
の
１

重
点
事
業
そ
の
１

みんなでつくる きずな・活力・創造予算

重点事業その１

まちのにぎわいをつ
くる

重点事業その２災害などの危機に強くなる

重点事業そ
の４

身近なバス
や鉄道に愛

着を

持ち、みん
なで支える

重点事業その５豊かな自然環境を守る

重点事業そ
の３

安心して子
どもを産み

、

育てること
ができる
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「
身
近
な
バ
ス
や
鉄
道
に
愛
着
を

持
ち
、
み
ん
な
で
支
え
る
」

　
バ
ス・鉄
道
な
ど
の
地
域
公
共
交
通
は
、

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
自
家
用
車
へ

の
依
存
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
の
減
少
が

続
き
、
そ
の
維
持
・
存
続
が
大
き
な
課
題

で
す
。

▼
忍
者
市
駅
の
駅
舎
の
耐
震
化
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
終
え
、「
忍
者
市

宣
言
」
の
３
周
年
と
な
る
２
月
22
日
に

お
披
露
目
式
を
行
い
ま
し
た
。
大
正
時

代
建
築
物
の
特
徴
的
な
形
状
や
色
彩
景

観
の
継
承
に
配
慮
し
て
工
事
を
実
施
し

て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

伊
賀
市
を
訪
れ
る
人
々
の
心
に
残
る
情

景
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

▼
バ
ス
交
通
に
つ
い
て
は
、
よ
り
市
民
や

来
訪
者
に
身
近
な
バ
ス
と
し
て
の
役
割

が
期
待
さ
れ
る
よ
う
阿
山
行
政
バ
ス
に

フ
リ
ー
乗
降
区
間
を
導
入
し
た
ほ
か
、

忍
者
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
と
し
た
上
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
愛
称
を
公
募
で

「
に
ん
ま
る
」
と
す
る
な
ど
、
利
用
者

の
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
定
時
定
路
線
型
の
バ
ス
運
行

の
限
界
も
感
じ
る
と
こ
ろ
で
、
廃
止
代

替
バ
ス
に
代
わ
る
新
た
な
地
域
交
通
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
」

　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
環
境

保
全
に
対
す
る
満
足
度
や
市
民
参
画
度
が

高
ま
る
な
ど
、
伊
賀
市
の
豊
か
な
恵
み
の

中
で
暮
ら
し
、
自
ら
も
環
境
保
全
に
対
す

る
意
識
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
に
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
つ

な
い
で
い
く
た
め
、
環
境
基
本
計
画
の
策

定
に
向
け
、
現
状
分
析
、
課
題
の
抽
出
な

ど
を
行
い
ま
す
。

▼
地
域
の
交
通
安
全
の
確
保
や
街
路
灯
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進
し
、
安
全
で

低
炭
素
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
今
年
度
か
ら
３
年
間
で
住
民
自
治

協
議
会
や
自
治
会
へ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
の

現
物
支
給
を
行
い
ま
す
。

　
急
激
な
人
口
減
少
な
ど
合
併
時
の
想

定
を
上
回
る
社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対

応
と
と
も
に
地
域
行
政
の
あ
り
方
や
多

様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
行
政
の
変

革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
大
事
な
こ
と
は
、
内
か

ら
も
外
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
で
す
。

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
で
、
行
政
、
民

間
企
業
、
住
民
組
織
、
個
人
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
生
き
生
き
と
し
た
伊
賀

市
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
秘
書
課

　
☎
22
・
９
６
０
０　
℻  
24
・
７
９
０
０

重
点
事
業
そ
の
１

重
点
事
業
そ
の
４

重
点
事
業
そ
の
１

重
点
事
業
そ
の
５

受
け
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、「
居

住
と
観
光
が
紡
ぐ
交
流
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
「
子
ど
も
た
ち
が
住
み
、
夢
と

誇
り
を
持
ち
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

２
つ
の
基
本
理
念
の
も
と
、
官
民
あ
わ

せ
て
28
の
事
業
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
こ
れ
ら
の
事
業
を

実
施
し
、
一
日
も
早
い
賑
わ
い
創
出
と

ま
ち
な
か
活
性
化
に
関
連
す
る
諸
課
題

の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
芭
蕉
翁
生
家
改
修
工
事
や
上
野
公
園
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
に
加
え
、
引
き

続
き
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
や
古
民

家
再
生
事
業
を
進
め
ま
す
。

▼
４
月
か
ら
西
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

と
い
が
ま
ち
公
民
館
貸
館
機
能
が
移
転

し
た
「
い
が
ま
ち
複
合
施
設
（
旧
ふ
る

さ
と
会
館
い
が
）」
の
、
改
修
な
ど
を

行
い
ま
す
。

▼
青
山
地
域
複
合
施
設
整
備
事
業
と
し
て

は
、
建
設
予
定
地
の
地
質
調
査
を
行
い

ま
す
。

▼
地
域
福
祉
、
地
域
防
災
を
支
え
る
絆
を

育
み
、
安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
社
会

を
構
築
す
る
た
め
、
複
数
の
住
民
自
治

協
議
会
な
ど
が
連
携
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
や
関
係
人
口
・
交
流
人
口

を
創
出
す
る
事
業
を
支
援
す
る
「
地
域

絆
づ
く
り
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
複
数
団
体
で
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
他
団
体
と
の
連
帯
感
や
協
働
意

識
、
そ
し
て
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の

結
び
つ
き
を
深
め
て
い
た
だ
く
契
機
と

す
る
も
の
で
す
。

「
災
害
な
ど
の
危
機
に
強
く
な
る
」

　
発
生
確
率
が
高
ま
っ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
や
、
異
常
気
象
に
よ
る
局
地
的
な

豪
雨
、
台
風
の
大
型
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
25
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
改
め
て
災
害
対
策
の
基
本
と
し

て
、
人
と
人
、
地
域
と
の
「
き
ず
な
」
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
考
え
方
を

踏
ま
え
、
自
主
防
災
組
織
や
避
難
行
動

要
支
援
者
へ
の
支
援
対
策
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
市
民
に
身
近
な
危
険
箇
所

の
周
知
と
啓
発
、
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
の
策
定
、
消
防
施
設
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
」

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
「
伊
賀
の

宝
」
で
す
。

▼
結
婚
や
子
ど
も
を
持
ち
た
い
人
の
希
望

が
叶
え
ら
れ
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
婚
活

支
援
や
妊
婦
の
ケ
ア
、
保
育
無
償
化
に

伴
う
給
付
、
市
単
独
の
３
歳
未
満
児
の

第
３
子
以
降
保
育
料
無
償
化
の
継
続
実

施
、
民
間
が
行
う
保
育
園
や
病
児
・
病

後
児
保
育
施
設
の
整
備
、
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
へ
の
支
援
な
ど
を
行

い
ま
す
。

▼
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
少
子
化
対
策
関

連
事
業
（
安
心
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
14
事

業
）
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
そ
の

一
つ
で
あ
る
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
利
用

可
能
期
間
を
産
後
４
カ
月
か
ら
１
年
未

満
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の

負
担
金
を
廃
止
し
ま
す
。

▼
４
月
に
民
設
民
営
で
開
設
す
る
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
所
利
用
す

る
障
が
い
児
な
ど
へ
の
療
育
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、発
達
の
気
に
な
る
児
童
、

発
達
障
が
い
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
児
童

の
養
育
者
に
対
す
る
個
別
相
談
、
発
達

障
が
い
な
ど
の
早
期
発
見
、
早
期
支
援

を
目
的
と
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
、
療
育

機
関
及
び
保
育
機
関
等
と
連
携
し
た
適

切
な
相
談
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

▼
市
内
で
小
児
科
を
開
院
す
る
民
間
医
療

法
人
が
実
施
す
る
病
児
・
病
後
児
保
育

施
設
の
整
備
に
対
し
て
、
国
・
県
補
助

金
を
活
用
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
依
那
古
第
２

保
育
所
は
依
那
古
保
育
所
と
統
合
し
ま

す
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
民
間
事

業
者
に
運
営
を
譲
渡
す
る
と
と
も
に
、

新
園
舎
の
建
築
を
進
め
ま
す
。

▼
保
育
所
（
園
）
で
は
、
０
〜
２
歳
の
保

育
利
用
の
増
加
や
、
子
育
て
を
め
ぐ
る

家
庭
や
地
域
の
状
況
変
化
に
よ
り
、
質

の
高
い
保
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

中
に
、
市
内
で
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
た
保
育
所
（
園
）
の
再
編
や
民
営

化
を
進
め
る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

重
点
事
業
そ
の
１

重
点
事
業
そ
の
２

重
点
事
業
そ
の
１

重
点
事
業
そ
の
３
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「
身
近
な
バ
ス
や
鉄
道
に
愛
着
を

持
ち
、
み
ん
な
で
支
え
る
」

　
バ
ス・鉄
道
な
ど
の
地
域
公
共
交
通
は
、

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
自
家
用
車
へ

の
依
存
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
の
減
少
が

続
き
、
そ
の
維
持
・
存
続
が
大
き
な
課
題

で
す
。

▼
忍
者
市
駅
の
駅
舎
の
耐
震
化
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
終
え
、「
忍
者
市

宣
言
」
の
３
周
年
と
な
る
２
月
22
日
に

お
披
露
目
式
を
行
い
ま
し
た
。
大
正
時

代
建
築
物
の
特
徴
的
な
形
状
や
色
彩
景

観
の
継
承
に
配
慮
し
て
工
事
を
実
施
し

て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

伊
賀
市
を
訪
れ
る
人
々
の
心
に
残
る
情

景
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

▼
バ
ス
交
通
に
つ
い
て
は
、
よ
り
市
民
や

来
訪
者
に
身
近
な
バ
ス
と
し
て
の
役
割

が
期
待
さ
れ
る
よ
う
阿
山
行
政
バ
ス
に

フ
リ
ー
乗
降
区
間
を
導
入
し
た
ほ
か
、

忍
者
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
と
し
た
上
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
愛
称
を
公
募
で

「
に
ん
ま
る
」
と
す
る
な
ど
、
利
用
者

の
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
定
時
定
路
線
型
の
バ
ス
運
行

の
限
界
も
感
じ
る
と
こ
ろ
で
、
廃
止
代

替
バ
ス
に
代
わ
る
新
た
な
地
域
交
通
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
」

　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
環
境

保
全
に
対
す
る
満
足
度
や
市
民
参
画
度
が

高
ま
る
な
ど
、
伊
賀
市
の
豊
か
な
恵
み
の

中
で
暮
ら
し
、
自
ら
も
環
境
保
全
に
対
す

る
意
識
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
に
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
つ

な
い
で
い
く
た
め
、
環
境
基
本
計
画
の
策

定
に
向
け
、
現
状
分
析
、
課
題
の
抽
出
な

ど
を
行
い
ま
す
。

▼
地
域
の
交
通
安
全
の
確
保
や
街
路
灯
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進
し
、
安
全
で

低
炭
素
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
今
年
度
か
ら
３
年
間
で
住
民
自
治

協
議
会
や
自
治
会
へ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
の

現
物
支
給
を
行
い
ま
す
。

　
急
激
な
人
口
減
少
な
ど
合
併
時
の
想

定
を
上
回
る
社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対

応
と
と
も
に
地
域
行
政
の
あ
り
方
や
多

様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
行
政
の
変

革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
大
事
な
こ
と
は
、
内
か

ら
も
外
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
で
す
。

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
で
、
行
政
、
民

間
企
業
、
住
民
組
織
、
個
人
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
生
き
生
き
と
し
た
伊
賀

市
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
秘
書
課

　
☎
22
・
９
６
０
０　
℻  
24
・
７
９
０
０

重
点
事
業
そ
の
１

重
点
事
業
そ
の
４

重
点
事
業
そ
の
１

重
点
事
業
そ
の
５

受
け
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、「
居

住
と
観
光
が
紡
ぐ
交
流
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
「
子
ど
も
た
ち
が
住
み
、
夢
と

誇
り
を
持
ち
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

２
つ
の
基
本
理
念
の
も
と
、
官
民
あ
わ

せ
て
28
の
事
業
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
こ
れ
ら
の
事
業
を

実
施
し
、
一
日
も
早
い
賑
わ
い
創
出
と

ま
ち
な
か
活
性
化
に
関
連
す
る
諸
課
題

の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
芭
蕉
翁
生
家
改
修
工
事
や
上
野
公
園
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
に
加
え
、
引
き

続
き
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
や
古
民

家
再
生
事
業
を
進
め
ま
す
。

▼
４
月
か
ら
西
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

と
い
が
ま
ち
公
民
館
貸
館
機
能
が
移
転

し
た
「
い
が
ま
ち
複
合
施
設
（
旧
ふ
る

さ
と
会
館
い
が
）」
の
、
改
修
な
ど
を

行
い
ま
す
。

▼
青
山
地
域
複
合
施
設
整
備
事
業
と
し
て

は
、
建
設
予
定
地
の
地
質
調
査
を
行
い

ま
す
。

▼
地
域
福
祉
、
地
域
防
災
を
支
え
る
絆
を

育
み
、
安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
社
会

を
構
築
す
る
た
め
、
複
数
の
住
民
自
治

協
議
会
な
ど
が
連
携
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
や
関
係
人
口
・
交
流
人
口

を
創
出
す
る
事
業
を
支
援
す
る
「
地
域

絆
づ
く
り
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
複
数
団
体
で
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
他
団
体
と
の
連
帯
感
や
協
働
意

識
、
そ
し
て
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の

結
び
つ
き
を
深
め
て
い
た
だ
く
契
機
と

す
る
も
の
で
す
。

「
災
害
な
ど
の
危
機
に
強
く
な
る
」

　
発
生
確
率
が
高
ま
っ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
や
、
異
常
気
象
に
よ
る
局
地
的
な

豪
雨
、
台
風
の
大
型
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
25
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
改
め
て
災
害
対
策
の
基
本
と
し

て
、
人
と
人
、
地
域
と
の
「
き
ず
な
」
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
考
え
方
を

踏
ま
え
、
自
主
防
災
組
織
や
避
難
行
動

要
支
援
者
へ
の
支
援
対
策
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
市
民
に
身
近
な
危
険
箇
所

の
周
知
と
啓
発
、
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
の
策
定
、
消
防
施
設
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
」

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
「
伊
賀
の

宝
」
で
す
。

▼
結
婚
や
子
ど
も
を
持
ち
た
い
人
の
希
望

が
叶
え
ら
れ
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
婚
活

支
援
や
妊
婦
の
ケ
ア
、
保
育
無
償
化
に

伴
う
給
付
、
市
単
独
の
３
歳
未
満
児
の

第
３
子
以
降
保
育
料
無
償
化
の
継
続
実

施
、
民
間
が
行
う
保
育
園
や
病
児
・
病

後
児
保
育
施
設
の
整
備
、
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
へ
の
支
援
な
ど
を
行

い
ま
す
。

▼
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
少
子
化
対
策
関

連
事
業
（
安
心
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
14
事

業
）
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
そ
の

一
つ
で
あ
る
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
利
用

可
能
期
間
を
産
後
４
カ
月
か
ら
１
年
未

満
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の

負
担
金
を
廃
止
し
ま
す
。

▼
４
月
に
民
設
民
営
で
開
設
す
る
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
所
利
用
す

る
障
が
い
児
な
ど
へ
の
療
育
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、発
達
の
気
に
な
る
児
童
、

発
達
障
が
い
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
児
童

の
養
育
者
に
対
す
る
個
別
相
談
、
発
達

障
が
い
な
ど
の
早
期
発
見
、
早
期
支
援

を
目
的
と
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
、
療
育

機
関
及
び
保
育
機
関
等
と
連
携
し
た
適

切
な
相
談
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

▼
市
内
で
小
児
科
を
開
院
す
る
民
間
医
療

法
人
が
実
施
す
る
病
児
・
病
後
児
保
育

施
設
の
整
備
に
対
し
て
、
国
・
県
補
助

金
を
活
用
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
依
那
古
第
２

保
育
所
は
依
那
古
保
育
所
と
統
合
し
ま

す
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
民
間
事

業
者
に
運
営
を
譲
渡
す
る
と
と
も
に
、

新
園
舎
の
建
築
を
進
め
ま
す
。

▼
保
育
所
（
園
）
で
は
、
０
〜
２
歳
の
保

育
利
用
の
増
加
や
、
子
育
て
を
め
ぐ
る

家
庭
や
地
域
の
状
況
変
化
に
よ
り
、
質

の
高
い
保
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

中
に
、
市
内
で
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
た
保
育
所
（
園
）
の
再
編
や
民
営

化
を
進
め
る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

重
点
事
業
そ
の
１

重
点
事
業
そ
の
２

重
点
事
業
そ
の
１

重
点
事
業
そ
の
３
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